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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第63期

第１四半期連結
累計期間

第64期
第１四半期連結
累計期間

第63期

会計期間
自2020年　10月１日
至2020年　12月31日

自2021年　10月１日
至2021年　12月31日

自2020年　10月１日
至2021年　９月30日

売上高 （千円） 2,693,974 2,327,881 10,547,106

経常利益 （千円） 473,579 268,635 1,226,275

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 366,650 197,988 643,260

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 350,494 200,046 676,097

純資産額 （千円） 7,349,528 7,810,395 7,674,855

総資産額 （千円） 12,393,867 11,903,099 12,266,874

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 483.58 261.16 848.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 59.3 65.6 62.6

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を

適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による当社グループの事業への影響については、今後も動向を注視し

てまいります。
 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）

等を適用しております。これに伴い、前第１四半期連結累計期間と収益の会計処理が異なることから、以下の経営成

績に関する説明において、売上高の増減額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しております。

　収益認識会計基準等の適用が財政状態及び経営成績に与える影響の詳細については、「第４　経理の状況　１　四

半期連結財務諸表　注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりであります。
 
（１）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい

状況が続く中、国による各種経済支援政策やコロナワクチン接種の促進、非常事態宣言の解除等により持ち直しの

動きが期待されたものの、新たな変異株の発生などにより、景気の先行きについては非常に不透明な状況が続いて

おります。

　建設業界におきましては、近年多発する自然災害による復旧復興関連事業などの公共投資は依然として堅調に推

移しているものの、慢性的な人手不足による労務費の高騰や資材購入費の高騰等も影響し、厳しい経営環境が続い

ております。

　このような中、当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ。）は、当期経営基本方針として「挙社一致、生

産性向上と働き方改革を推進すると共に、それぞれが関わるインフラ整備事業での高品質と高収益の実現により、

次代へ継続する事業展開を創造する。」を掲げ、鋭意努力してまいりました。その結果、当第１四半期連結累計期

間の売上高は23億27百万円（前年同四半期は26億93百万円）は、営業利益は２億63百万円（前年同四半期は４億64

百万円）、経常利益は２億68百万円（前年同四半期は４億73百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億

97百万円（前年同四半期は３億66百万円）となりました。
 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

ａ.建設事業

　当第１四半期連結累計期間における建設事業の完成工事高は、19億98百万円（前年同四半期は21億23百万

円）となりました。売上高の減少により営業利益は２億86百万円（前年同四半期は４億37百万円）となりまし

た。

ｂ.コンクリート製品事業

　当第１四半期連結累計期間におけるコンクリート製品事業の売上高は、２億86百万円（前年同四半期は５億

27百万円）となりました。売上高の減少により営業利益は40百万円（前年同四半期は84百万円）となりまし

た。

c.不動産事業

　当第１四半期連結累計期間における不動産事業の売上高は、17百万円（前年同四半期は16百万円）となりま

した。原価率の上昇により営業利益は5百万円（前年同四半期は12百万円）となりました。

d.売電事業

　当第１四半期連結累計期間における売電事業の売上高は、24百万円（前年同四半期は26百万円）となりまし

た。売上高の減少により営業利益は12百万円（前年同四半期は13百万円）となりました。
 

（２）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は119億３百万円で、前連結会計年度末に比し３億63百万円減少し

ました。主な要因は受取手形・完成工事未収入金及び契約資産等が７億16百万円増加し、現金預金が９億４百万円

減少したことによるものであります。

　負債は40億92百万円で、前連結会計年度末に比し４億99百万円減少しました。主な要因は支払手形・工事未払金

等が１億44百万円増加し、未払法人税等が３億59百万、賞与引当金が１億80百万円減少したことによるものであり

ます。

　純資産は78億10百万円で、前連結会計年度末に比し１億35百万円増加しました。主な要因は利益剰余金が１億33

百万円増加したことによるものであります。
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（３）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。
 
（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。
 
（５）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,040,000

計 3,040,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2021年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2022年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 760,000 760,000

東京証券取引所

（市場第二部）

福岡証券取引所

単元株式数

100株

計 760,000 760,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年10月１日～

2021年12月31日
－ 760,000 － 1,319,000 － 1,278,500

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2021年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

   2021年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 757,300 7,573 －

単元未満株式 普通株式 900 － －

発行済株式総数  760,000 － －

総株主の議決権  － 7,573 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、当社保有の自己株式88株が含まれております。

②【自己株式等】

    2021年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

コーアツ工業株式

会社

鹿児島市伊敷

５丁目17-5
1,800 － 1,800 0.24

計 － 1,800 － 1,800 0.24

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021

年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年10月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,711,079 806,093

受取手形・完成工事未収入金等 2,194,351 －

受取手形・完成工事未収入金及び契約資産等 － ※ 2,910,588

販売用不動産 83,209 84,384

未成工事支出金 113,528 23,334

商品及び製品 139,653 177,809

仕掛品 3,291 2,052

材料貯蔵品 36,229 39,210

その他 594,583 556,074

貸倒引当金 △300 △400

流動資産合計 4,875,626 4,599,147

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 635,128 1,097,797

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 660,193 859,754

土地 3,506,112 3,506,112

リース資産（純額） 630,341 587,427

建設仮勘定 671,305 3,598

有形固定資産合計 6,103,081 6,054,690

無形固定資産 22,121 21,567

投資その他の資産   

投資有価証券 954,093 961,003

その他 676,475 631,216

貸倒引当金 △364,524 △364,524

投資その他の資産合計 1,266,044 1,227,695

固定資産合計 7,391,247 7,303,952

資産合計 12,266,874 11,903,099
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 1,799,165 ※ 1,943,426

短期借入金 － 210,000

１年内返済予定の長期借入金 84,888 84,888

未払法人税等 380,857 21,131

未成工事受入金 401,129 －

契約負債 － 371,975

完成工事補償引当金 100 100

工事損失引当金 31,900 16,901

賞与引当金 214,791 33,846

役員賞与引当金 8,668 －

その他 849,864 642,650

流動負債合計 3,771,365 3,324,920

固定負債   

長期借入金 263,286 242,064

その他 557,368 525,720

固定負債合計 820,654 767,784

負債合計 4,592,019 4,092,704

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,319,000 1,319,000

資本剰余金 1,278,500 1,278,500

利益剰余金 4,956,489 5,089,971

自己株式 △5,631 △5,631

株主資本合計 7,548,357 7,681,840

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 56,140 60,942

退職給付に係る調整累計額 70,357 67,612

その他の包括利益累計額合計 126,497 128,555

純資産合計 7,674,855 7,810,395

負債純資産合計 12,266,874 11,903,099
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2020年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 2,693,974 2,327,881

売上原価 2,015,287 1,863,709

売上総利益 678,687 464,172

販売費及び一般管理費 214,382 200,485

営業利益 464,305 263,686

営業外収益   

受取利息 59 967

受取配当金 2,839 3,019

受取賃貸料 2,022 1,000

補助金収入 1,938 1,750

作業くず売却益 5,527 720

受取保険金 1,124 1,495

その他 426 318

営業外収益合計 13,938 9,272

営業外費用   

支払利息 3,288 2,065

支払保証料 857 1,822

その他 518 434

営業外費用合計 4,663 4,323

経常利益 473,579 268,635

特別損失   

固定資産売却損 742 －

固定資産除却損 2,746 162

特別損失合計 3,489 162

税金等調整前四半期純利益 470,090 268,473

法人税、住民税及び事業税 55,222 8,274

法人税等調整額 48,217 62,211

法人税等合計 103,440 70,485

四半期純利益 366,650 197,988

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 366,650 197,988
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2020年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 366,650 197,988

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △14,780 4,802

退職給付に係る調整累計額 △1,374 △2,745

その他の包括利益合計 △16,155 2,057

四半期包括利益 350,494 200,046

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 350,494 200,046

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、工事契約

に関して、従来は工事完成基準を適用していた契約のうち、一定の期間にわたり充足される履行義務については、

履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更してお

ります。なお、履行義務の充足に係る進捗度の見積り方法は、見積総原価に対する発生原価の割合（インプット

法）で算出しております。また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、履行義務を

充足する際に発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準によって収益を認識しております。

 

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計

基準第86項また書き(１)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更

について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、従来の方法と比較して、当第１四半期連結累計期間の売上高が61百万円、売上原価が52百万円それぞ

れ減少し、営業利益、経常利益、及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ9百万円減少しております。また、利

益剰余金の当期期首残高は3百万円減少しております。

 

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形・完成工事未収入金等」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形・完成工事未収入金及び契約資

産等」に含めて表示することといたしました。また、「流動負債」に表示していた「未成工事受入金」及び「その

他」に含まれる「前受金」は、当第１四半期連結会計期間より「契約負債」で表示することといたしました。

なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替を行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月

31日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収

益を分解した情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日及び振込期日をもって決済

処理をしております。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形及び電子記録債権が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度
（2021年９月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2021年12月31日）

受取手形 －千円 3,877千円

電子記録債権 － 56,989

支払手形 － 49

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

売上高の季節的変動

前第１四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2020年12月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　

2021年10月１日　至　2021年12月31日）

　当社グループの事業内容は主に建設事業であり、売上高の概ね８割～９割を公共工事で占めております。当該

売上高は、工事の完成引渡しが第２四半期連結会計期間に集中しているため、第２四半期連結会計期間に多く計

上される季節的変動要因があります。

　ただし、工事進行基準適用工事の増加に伴い、工事進行基準に基づく売上高が工事の進捗度に応じて分散して

計上される割合が高まっているため、季節的変動は軽減される傾向にあり、また、工事進行基準適用工事の完成

工事高は受注案件の工事環境の特性に影響を受けるため、冬季に施工が困難な大口の受注案件がある場合には、

上記の季節的変動が生じない場合があります。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2020年10月１日
至 2020年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2021年10月１日
至 2021年12月31日）

減価償却費 100,666千円 120,186千円

 
 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2020年12月31日）

　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日
効力発　
生　日

配当の原資  

2020年12月22日

定時株主総会
普通株式 60,654 80

2020年　

９月30日

2020年　

12月23日
利益剰余金  

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2021年12月31日）

　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日
効力発　
生　日

配当の原資  

2021年12月21日

定時株主総会
普通株式 60,648 80

2021

年　　９

月30日

 2021年　

 12月22

日

利益剰余金  
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2020年10月１日 至2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上

額
 建設事業

コンクリー
ト製品事業

不動産事
業

売電事業 計

売上高        

外部顧客への

売上高
2,123,058 527,769 16,324 26,822 2,693,974 － 2,693,974

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ 266,853 447 - 267,301 △267,301 －

計 2,123,058 794,623 16,772 26,822 2,961,276 △267,301 2,693,974

セグメント利益 437,461 84,989 12,393 13,212 548,056 △83,751 464,305

 

（注）1.セグメント利益調整額△83,751千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2021年10月１日 至2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上

額
 建設事業

コンクリー
ト製品事業

不動産事
業

売電事業 計

売上高        

外部顧客への

売上高
1,998,681 286,502 17,810 24,887 2,327,881 － 2,327,881

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ 67,132 447 － 67,580 △67,580 －

計 1,998,681 353,634 18,258 24,887 2,395,462 △67,580 2,327,881

セグメント利益 286,088 40,912 5,399 12,250 344,651 △80,964 263,686

 

（注）1.セグメント利益調整額△80,964千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　　当第１四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2021年12月31日）

 

（単位：千円）

 

報告セグメント

合計
建設事業

コンクリー

ト製品事業
不動産事業 売電事業

一定の期間にわたり移転される財 1,914,861 － － － 1,914,861

一時点で移転される財 83,820 286,502 － 24,887 395,209

顧客との契約から生じる収益 1,998,681 286,502 － 24,887 2,310,071

その他の収益 － － 17,810 － 17,810

外部顧客への売上高 1,998,681 286,502 17,810 24,887 2,327,881

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日
至　2020年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年10月１日
至　2021年12月31日）

１株当たり四半期純利益 483円58銭 261円16銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 366,650 197,988

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
366,650 197,988

普通株式の期中平均株式数（千株） 758 758

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 2022年２月14日

 

コーアツ工業株式会社
 

 取締役会　御中  

　

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 福岡事務所  

　

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増村　正之

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 甲斐　貴志

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコーアツ工業株式

会社の2021年10月1日から2022年9月30日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2021年10月1日から2021年12月31

日まで）及び第1四半期連結累計期間（2021年10月1日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、コーアツ工業株式会社及び連結子会社の2021年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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